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市政日誌

平成
３年

1991

横
浜
市
関
係

２月

１
－
高
秀
横
浜
市
長
、
平
成
三
年
度
予
算
案
を

発
表
。
一
般
会
計
、
一
兆
千
六
百
五
十
五
億
八

百
五
十
四
万
円
、
前
年
比
九
・
二
％
増

４
－
港
南
区
総
合
庁
舎
に
立
体
式
新
駐
車
場
が

完
成
し
利
用
が
始
ま
る

８
－
横
浜
中
央
図
書
館
（
仮
称
）
五
年
秋
完
成

目
指
し
着
工
、
建
物
、
蔵
書
と
も
に
五
倍
の
規

模
に

1
0
－
第
十
二
回
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
、
関
内
ホ
ー

ル
で
開
催

1
2
1
駐
車
場
問
題
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
が

集
ま
り
解
決
策
を
考
え
る
「
全
国
駐
車
場
整
備

促
進
協
会
」
が
発
足
、
高
秀
横
浜
市
長
が
初
代

会
長
に
就
任
。
▽
直
木
三
十
五
の
生
誕
百
年
記

念
展
、
金
沢
区
役
所
ホ
ー
ル
で
開
催
（
～
1
4
日
）
。

写
真
な
ど
で
生
涯
た
ど
る

1
3
－
横
浜
市
勤
労
者
写
真
展
、
技
能
文
化
会
館

で
開
催
（
～
1
7
日
）

1
4
－
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
一
九
九
三
年
春
の

ス
タ
ー
ト
を
目
指
す
プ
ロ
リ
ー
グ
参
加
の
十
チ
ー

ム
日
産
自
動
車
（
横
浜
市
）
、
全
日
空
（
横
浜

市
と
九
州
全
域
）
な
ど
を
正
式
決
定
。
▽
市
会

二
月
定
例
会
開
会
（
～
３
／
1
5
）

1
6
－
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ
り
建
設
さ
れ

た
磯
子
区
杉
田
三
丁
目
公
園
が
オ
ー
プ
ン

2
0
－
市
会
、
子
供
向
け
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
誌
の

規
制
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
を
採
択

2
1
1
第
十
二
回
県
市
町
村
行
政
デ
ザ
イ
ン
展
で

自
治
体
・
国
・
社
会

―
－
川
崎
市
ぜ
ん
息
等
四
疾
病
患
者

医
療
費
助
成
制
度
ス
タ
ー
ト
。
４
－

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
、
一
九
九
二
会

計
年
度
の
予
算
教
書
を
議
会
に
提
出
。

一
九
九
一
年
度
の
財
政
赤
字
見
通
し

は
、
三
千
百
八
十
一
億
ド
ル
と
過
去

最
大
の
赤
字
幅
。
５
－
神
奈
川
県
、

平
成
三
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表
。

一
般
会
計
一
兆
五
千
八
百
四
十
八
億

円
、
八
・
四
％
増
。
７
－
文
部
省
、

平
成
元
年
度
中
に
全
国
の
公
・
市
立

高
校
を
中
退
し
た
生
徒
数
十
二
万
三

千
人
と
発
表
。
８
－
「
湘
南
国
際
村

会
議
」
の
第
一
回
総
会
開
催
、
会
長

に
日
本
航
空
会
長
・
渡
辺
文
夫
氏
を

選
出
。
９
－
関
西
電
力
美
浜
原
発
二

号
機
、
原
子
炉
事
故
で
自
動
停
止
し

緊
急
炉
心
冷
却
装
置
が
作
動
。
1
2
1

韓
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

は
、
第
四
回
南
北
ス
ポ
ー
ツ
会
談
で
、

第
四
十
一
回
世
界
卓
球
選
手
権
と
サ
ッ

カ
ー
の
第
六
回
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権

の
国
際
競
技
大
会
に
分
断
後
初
め
て

統
一
チ
ー
ム
で
参
加
す
る
こ
と
に
合

意
、
署
名
す
る
。
1
5
－
文
部
省
、
国

公
立
大
学
（
私
立
産
業
医
大
含
む
）

入
試
の
確
定
志
願
者
数
を
発
表
。
志

願
者
数
五
十
九
万
七
百
四
十
七
人
、

二
万
九
千
九
百
七
十
七
人
の
減
少
。

▽
横
浜
地
裁
、
池
子
訴
訟
で
原
告
の

平成
３年

1991

横
浜
市
関
係

３月

各
部
門
と
も
横
浜
市
の
作
品
が
大
賞
を
獲
得

2
3
－
保
土
ヶ
谷
図
書
館
、
地
元
研
究
者
ら
招
き

講
演
会
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
保
土
ヶ
谷
」
を

開
催
（
毎
週
土
曜
日
、
～
３
／
９
）

2
5
－
「
よ
こ
は
ま
子
ど
も
国
際
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
実
行
委
員
会
、
デ
ク
ェ
ヤ
ル
国
連
事
務

総
長
へ
平
和
の
手
紙
を
送
る

2
7
－
横
浜
日
中
友
好
協
会
、
横
浜
市
と
上
海
市

の
市
民
交
流
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
関
内

ホ
ー
ル
で
開
催

２
－
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
青
木
雨
彦
氏
（
5
8
歳
）

死
去

３
１
「
第
十
二
回
青
年
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
紅
葉
が
丘
の
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催

５
－
消
防
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
の
災
害

か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
」
、
関
内
ホ
ー
ル
で
開
催

▽
「
横
浜
日
仏
学
園
」
開
校
一
周
年

６
－
東
京
地
検
、
医
療
機
器
導
入
を
め
ぐ
る
収

賄
容
疑
で
市
大
元
教
授
を
逮
捕

1
3
1
市
消
防
局
、
百
六
十
ヵ
所
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
国
の
定
め
た
防
災
管
理
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
と
い
う
「
適
マ
ー
ク
」
を
交
付

1
5
－
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
五

十
三
日
ぶ
り
に
再
開
、
日
没
か
ら
午
後
十
時
ま

で
。
▽
区
内
の
文
化
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
た
め
に
第
一
回
神
奈
川
区
文
化
展

訴
え
を
却
下
。
1
7
1
厚
生
省
、
平
成

三
年
度
の
国
民
医
療
費
推
計
を
発
表
。

国
民
医
療
費
の
総
額
二
十
一
兆
万
七

千
二
百
億
円
に
。
▽
第
二
十
五
回
青

梅
了
フ
ソ
ン
開
催
、
一
万
四
千
人
が

参
加
。
2
3
－
タ
イ
で
ク
ー
デ
タ
ー
、

軍
が
全
権
を
掌
握
。
2
4
－
湾
岸
戦
争
、

多
国
籍
軍
が
地
上
戦
に
突
入
。
2
6
－

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
、
三
十
九
年

十
月
に
開
業
し
て
以
来
乗
客
数
三
十

億
人
を
突
破

1
－
湾
岸
戦
争
終
結
。
６
１
日
本
高

校
野
球
連
盟
、
神
奈
川
朝
鮮
中
高
級

学
校
野
球
部
の
加
盟
申
請
を
認
め
る

特
別
措
置
。
▽
多
国
籍
軍
へ
の
九
十

億
ド
ル
追
加
支
援
の
た
め
の
湾
岸
支

援
財
源
法
成
立
。
８
－
神
奈
川
県
公

文
書
公
開
運
営
審
議
会
、
公
文
書
公

開
制
度
運
用
の
課
題
に
つ
い
て
知
事

に
提
言
。
1
0
－
神
奈
川
県
国
際
交
流

協
会
、
「
定
住
者
の
た
め
の
日
本
語

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
。
▽
新
都
庁
、
四

月
一
日
の
正
式
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち

一
般
公
開
始
ま
る
。
1
1
―
「
サ
ー
ブ

四
父
流
協
会
」
の
設
立
総
会
、
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
で
開
催
。
1
4
1

仙
台
高
裁
、
「
岩
手
靖
国
訴
訟
」
控

訴
審
で
違
憲
判
決
が
確
定
。
1
5
－
厚

自
治
体
・
国
・
社
会



市政日誌|

４月

開
催
（
～
1
7
日
）
▽
横
浜
市
会
、
三
十
八
予
算

議
案
を
含
む
計
四
十
八
議
案
を
成
立
し
、
閉
会

1
9
－
横
浜
～
成
田
空
港
を
八
十
四
分
で
結
ぶ
、

Ｊ
Ｒ
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
開
業
。
▽
金
沢
区
富
岡

西
公
園
の
開
園
式
開
催
。
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン

2
4
－
旭
区
白
根
公
園
周
辺
整
備
工
事
が
終
わ
り
、

完
成
式
典
を
開
催

2
6
－
横
浜
港
埠
頭
公
社
、
市
内
の
漁
業
組
合
の

協
力
を
え
て
、
横
浜
港
の
ご
み
を
大
清
掃
。
▽

横
浜
横
須
賀
道
路
・
釜
利
谷
～
並
木
間
開
通

η
い
Ｉ
文
部
省
、
国
公
立
大
学
入
試
合
格
者
の
入

学
手
続
き
状
況
を
発
表
。
百
三
十
五
大
学
の
内
、

横
浜
市
立
大
学
な
ど
九
十
三
大
学
で
定
員
割
れ

▽
ジ
ョ
セ
フ
ー
ブ
レ
イ
ニ
ー
国
連
国
際
学
校
総

長
、
市
長
を
表
敬
訪
問

2
9
－
横
浜
市
・
川
崎
市
会
議
員
、
県
会
議
員
選

挙
、
告
不

3
1
1
金
沢
動
物
園
の
コ
ア
ラ
の
子
供
二
匹
の
愛

称
「
エ
ド
」
と
「
フ
ウ
タ
」
に
決
ま
る

１
－
市
立
野
毛
山
動
物
園
、
昭
和
二
十
六
年
四

月
一
日
に
開
園
以
来
四
十
周
年

３
１
内
陸
型
工
業
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
横
浜

イ
ン
ナ
ー
パ
ー
ク
協
同
組
合
、
瀬
谷
区
の
旧
国

鉄
用
地
で
起
工
式
を
行
う

７
－
市
会
議
員
選
挙
、
初
の
即
日
開
票

1
2
1
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
促
進
す
る
た

め
の
市
民
利
用
の
総
合
施
設
「
港
南
リ
サ
イ
ク

生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
日
本
の
将

来
人
口
の
暫
定
推
計
を
発
表
。
生
涯

出
生
率
五
年
後
に
Ｉ
・
三
二
人
ま
で

落
ち
込
む
と
予
測
。
1
6
－
神
奈
川
県

内
で
唯
一
の
未
電
化
路
線
だ
っ
た
相

模
線
が
電
化
。
1
8
1
神
奈
川
県
知
事

選
告
不
。
1
9
－
三
浦
信
用
金
庫
、
藤

沢
信
用
金
庫
が
合
併
の
覚
書
に
調
印
。

2
2
－
文
部
省
、
平
成
四
年
度
四
月
か

ら
在
旧
外
国
人
を
公
立
の
教
員
採
用

試
験
の
受
験
を
認
め
る
よ
う
全
国
の

都
道
府
県
教
官
膏
員
会
に
通
知
。
2
3
－

「
か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
」
の
設

立
発
起
人
会
開
催
。
理
事
長
に
久
保

副
知
事
を
選
出
。
▽
総
理
府
、
「
外

国
人
労
働
者
問
題
に
関
す
る
世
論
調

査
」
を
発
表
。
外
国
人
労
働
者
の
入

国
を
条
件
付
き
含
め
七
割
が
容
認
。

2
6
－
日
航
機
事
故
（
昭
和
六
十
年
八

月
）
訴
訟
が
和
解
。
2
8
1
厚
生
省
、

「
二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
を
発

表
。
十
八
歳
未
満
の
子
供
の
い
る
世

帯
が
四
割
を
切
る

２
－
神
奈
川
県
医
師
会
館
内
に
「
中

毒
情
報
相
談
室
」
誕
生
。
二
十
四
時

間
体
制
、
電
話
で
受
付
。
７
－
神
奈

川
県
知
事
選
挙
で
長
洲
氏
が
五
選
を

決
め
る
、
投
票
率
は
過
去
最
低
の
四

五
・
一
七
％
。
▽
墓
示
都
知
事
選
挙
、

鈴
木
俊
一
氏
四
選
。
８
－
最
高
裁
、

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
有
価
証
券
に
当

た
る
と
の
初
判
断
を
示
す
。
９
－
ソ

し
ル
プ
ラ
ザ
」
オ
ー
プ
ン

1
3
－
下
瀬
谷
小
学
校
・
六
ツ
川
台
小
学
校
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」
開
校
。
と
も

に
区
内
第
一
号

1
7
1
市
営
バ
ス
の
総
合
案
内
シ
ス
テ
ム
、
四
力

所
で
サ
ー
ビ
ス
開
始

1
9
－
市
営
地
下
鉄
一
号
線
戸
塚
～
湘
南
台
駅
間

（
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
事
業
免
許
を
取

得2
0
－
神
奈
川
区
神
大
寺
中
央
公
園
に
ロ
グ
ハ
ウ

ス
第
一
号
完
成
、
開
館
式
行
わ
れ
る
。
愛
称
は

「
ト
ム
ソ
ー
ヤ
」
と
決
定

2
3
－
M
M
2
1
地
区
で
ご
み
を
集
め
て
処
理
す
る

廃
棄
物
管
路
収
集
施
設
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

の
完
成
式
開
催

2
5
1
指
定
都
市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
、

横
浜
郵
便
貯
金
会
館
で
開
催

2
6
1
コ
戸
塚
区
史
」
発
刊
、
一
般
販
売
始
ま
る
。

▽
東
名
横
浜
イ
ン
タ
チ
ェ
ン
ジ
と
保
土
ヶ
谷
バ

イ
パ
ス
終
点
ま
で
の
自
動
車
専
用
道
路
の
起
工

式
開
催

2
7
－
市
交
通
局
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
バ
ス
を
四
台

に
増
強
。
▽
金
沢
動
物
園
に
駐
車
場
が
完
成
。

　
一
般
利
用
始
ま
る

2
8
j
旭
区
に
「
矢
指
市
民
の
森
」
開
園
、
記
念

式
典
開
催
。
市
内
十
八
番
目
の
「
市
民
の
森
」

3
0
－
泉
区
上
飯
田
町
と
大
和
市
上
和
田
の
間
４
　

流
れ
る
境
川
に
人
道
橋
「
ふ
れ
逢
い
橋
」
が
完

成
、
祝
賀
会
を
開
催

連
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
最
高
会
議
、
独

立
宣
言
を
採
択
。
１
１
－
総
額
七
十
兆

三
千
四
百
七
十
四
億
円
の
一
般
会
計

予
算
な
ど
平
成
三
年
度
予
算
国
会
で

成
立
す
る
。
1
6
－
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ー

ソ
連
大
統
領
、
ソ
連
最
高
首
脳
と
し

て
初
め
て
来
日
（
～
1
9
日
）
。
▽
湘

南
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
協
議
会
、
湘

南
ブ
ラ
ン
ド
の
モ
デ
ル
商
品
5
1
点
を

発
表
。
1
9
－
中
央
教
育
審
議
会
、
受

験
競
争
の
緩
和
や
高
校
教
育
の
多
様

化
を
求
め
た
最
終
答
申
を
ま
と
め
、

文
部
大
臣
に
提
出
。
2
1
－
政
令
市
以

外
の
統
一
地
方
選
の
市
町
長
選
、
同

議
員
選
な
ど
の
投
票
行
わ
れ
る
。
市

議
選
で
は
当
選
者
の
約
六
割
が
無
所

属
候
補
者
。
2
3
－
経
団
連
、
地
球
的

規
模
の
環
境
問
題
に
対
す
る
企
業
の

行
動
指
針
を
定
め
た
「
地
球
環
境
憲

章
」
を
制
定
。
2
4
－
土
地
対
策
の
柱

と
な
る
地
価
税
法
成
立
。
平
成
四
年

一
月
一
日
か
ら
実
施
。
2
6
－
機
雷
除

去
の
た
め
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
向
け
て
横

須
賀
基
地
の
掃
海
艇
な
ど
三
隻
が
出

航
。
自
衛
隊
と
し
て
初
め
て
の
海
外

派
遣
と
な
る
。
▽
東
京
高
裁
、
「
平

作
川
水
害
訴
訟
」
で
住
民
側
の
控
訴

を
棄
却
。
2
7
－
「
国
際
生
命
尊
重
連

盟
」
（
国
連
の
非
政
府
組
織
の
一
つ
）

の
国
際
会
議
が
東
京
で
開
か
れ
、
胎

児
の
基
本
的
権
利
の
立
法
化
な
ど
の

「
胎
児
の
人
権
宣
言
」
を
採
択
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